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■概要
テストベッド連携企画室においては、IoT技術など最

先端のICT技術に関する実証を支援するため、「NICT総

合テストベッド」の構築・運用を行っている。「NICT総

合テストベッド」は、NICTが提供するテストベッドを自

由に組み合わせた利用を可能とすることで、様々なIoT

実証ニーズにこたえることをコンセプトとして構築した

ものである。また、NICT内外における実証を更に推進

させるため、事務局窓口の一元化、契約手続きの簡素

化、周知広報活動の実施など、テストベッド利活用促進

策を積極的に展開した。これらの結果、平成29年度に

おいては、127件の実証プロジェクトに使用され、多く

のIoT実証プロジェクトや社会実証プロジェクトに活用

された。また、スマートIoT推進フォーラムの活動を通

じ、外部利用者の実証ニーズの把握に努めるとともに、

海外機関との連携による国際実証をスタートさせた。

■平成29年度の成果
1 ．「NICT総合テストベッド」の構築

テストベッド連携企画室においては、超高速研究開発

ネットワーク（JGN）、広域SDNテストベッド（RISE）、

大規模エミュレーション基盤（StarBED）、大規模セン

サー・クラウド基盤（JOSE）のテストベッドを統合し、

「NICT総合テストベッド」としてサービスを展開するこ

とにより、エミュレーションから実基盤まで、様々な

IoT実証実験に対応可能なテストベッドを構築し、運営

している。また、テストベッド研究開発運用室と連携し、

各テストベッドにおける要素技術の開発・検証を進める

とともに、開発された技術のテストベッドへの搭載、利

用者への提供を順次進めている。各テストベッドの構成

は図 1 のとおりであり、平成29年度においては、アジ

アで初となる東京、香港、シンガポール間の100 Gbps

回線を構築した。

2 ．テストベッドの利活用の促進とその利用状況

テストベッドの利活用の活性化のため、スマートIoT

推進フォーラムテストベッド分科会の事務局として、

IoTをはじめとした技術実証・社会実証を促進する将来

のテストベッドの要件や利用促進策を、より簡便な利用

の実現など外部からのニーズを踏まえて検討している。

平成29年度は、コアメンバ及びオープンな会議を計 8

回開催する等により検討し、その結果、プロジェクトの

質・量の充実を図るための「テストベッド活用研究会」、

「キャラバンテストベッド」、「LPWAテストベッド」の

テストベッド連携企画室
室長（兼務）　　藤沼 広一　ほか12名

3.10.2.1

NICT総合テストベッドの構築による技術実証・社会実証の推進

図1　NICT総合テストベッドの構成
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3.10.2　総合テストベッド研究開発推進センター

新しい取組を開始した（図 2参照）。また、総務省との

連携について、SCOPE説明会等にてテストベッドの事例

紹介を行うとともに、総務省が事務局の「ICT分野にお

ける技術戦略検討会」等において議論を行い、将来のテ

ストベッドの在り方の検討や新規プロジェクトの発掘等

を行った。

また、簡便な申請手続や複数施設を同時に申請可能な

制度を導入し、利便性の向上を図るとともに、説明会等

総合テストベッドの周知活動について、平成29年度は、

各地方、様々な業界において北海道から沖縄までの105

件実施した。申請相談におけるコンサルティングを充実

させ、新規の利用者獲得を拡大するとともに、複数テス

トベッド融合利用テーマ数を拡大した。また、総務省と

の連携について、SCOPE説明会等にてテストベッドの事

例紹介を行った。その結果、平成29年度は、総テーマ

数127件の実証プロジェクトに使用された。そのうち、

新規ユーザによるテーマは10件、社会実証プロジェク

トは21件、IoT関連テーマは58件、複数テストベッド融

合利用テーマ数は46件であった（詳細は図 3を参照）。

3 ．その他（外部との連携）

平成29年度においては、アジアで初となる東京、香

港、シンガポール間の100 Gbps回線による広帯域国際

実証環境をSingAREN、NSCCと共同で構築するとともに、

SINET、Internet2など 5 組織を加えた太平洋地域での

100 Gbps研究学術ネットワーク連携のMoUを締結した。

SC17では、日本と米国の間で 3つの国際100 Gbps回線

による国際実証環境を構築し、国立情報学研究所と共同

で最大270 Gbpsの超高速ファイルデータ伝送実証実験

に成功した。さらに、さっぽろ雪まつりでは、日本とシ

ンガポールの間で 2 つの100 Gbps回線による国際実証

環境を構築し、産学官の約50団体と共同で、マルチパ

ス上での非圧縮8K映像マルチキャスト配信実験等に成

功した。また、国内気象企業に平成29年度に技術移転

したひまわりリアルタイムWebの海外アクセスが年間

40万PV（25％増加）になり、利活用推進・利便性向上

のためにミラーサイトをバンコク・NECTECに立ち上げ

た。平成28年度までに開発したHpFPプロトコルをベー

スとした高速ファイル転送ツールを国内法人に技術移転

し（平成29年度）、同ツールをミラーサイトへのデータ

転送でも実利用した。その結果、JGN/APAN上で最大

700 Mbpsでのファイル伝送に成功した。

図2　スマートIoT推進フォーラムとの連携による新たな取組

図3　NICT総合テストベッド利用実績（平成29年度の実施結果）


